
 認定看護師News 

 舞鶴医療センター がん化学療法看護認定看護師の中野薫です。 
外来で抗がん剤治療を受ける患者さんの点滴管理や副作用対策の指導をし
ています。また院内の医師・薬剤師チームと院外かかりつけ薬局薬剤師と
連携して、患者さんが自宅で安心して暮らせるように調整し、サポートし
ています。 
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「仕事に影響しないよう、下痢止
めを飲むタイミングは・・・」 

「下痢の具合は 
いかがですか？」 

 例えば下痢がでやすい抗がん剤を使用している場合は、薬局へ副作用情報と下痢
止めが処方されていることを伝えます。薬局薬剤師は自宅へ電話し、下痢の状況を
確認し当院へ情報提供します。それを受け当院の医師・薬剤師・看護師で下痢止め
の効果や、抗がん剤の量は適切か等を検討し、患者さんが安全に自宅で過ごせる状
況か検討しています。 
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自宅でも安心・安全な抗がん剤治療 
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